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高い消波効果�

海藻の分布�

堤体背後の水位上昇の抑制�

ノコギリ状の天端面とユニット内部の空隙が、伝達波を大きく低減し、反射波を低く抑えます。�

各ユニットがかみ合い、全体が一体となっているので、高い安定性を有します。�高安定性�

魚礁効果�

多様な生物の生息�

経済性�

コンブ類�

カジメ�

ホンダワラ類�

テングサ�

主な分布域�名 称�

北海道沿岸から三陸沿岸の岩礁域�

太平洋中部以南の岩礁域�

全国沿岸の岩礁域�

全国沿岸の岩礁域�

消波の状況� 鬼鹿漁港海岸�

水深方向に部材が配置されているので、水深毎に着生する海藻が異なり、�
生息する生物の多様性が高くなります。�

伝達波を大きく低減し堤体幅を狭くでき、ユニットの堤高により捨石をカットできるため、�
捨石構造に比べて建設コストを縮減できる場合があります。�

ユニットの表面積が多く、稜線が長いため海藻が着生しやすく、また、大きな空隙により太陽光が�
届くので、基礎マウンドにも海藻が着生します。さらにその複雑な空間は魚礁の機能を発揮します。�

砂浜の保全�

資料提供：（社）水産土木建設技術センター�

中林漁港海岸�

ウニ� アワビ� サザエ�

テングサ�カジメ�コンブ類�

イメージ図�

大きな空隙を有する構造体であるため、捨石構造に比べて堤体背後の水位上昇を抑え、�
離岸流を低減します。�

ホンダワラ類�



天端幅の算出は次の式によります。�
安定列数（ｎ）の算定�

構造体の空隙率は約60％となります。�

安定列数（ｎ）は、まず　　 により係数
Ｋｎを求め、次にそのＫｎを使って　　 
により算定します。�

敷幅の算出は次の式によります。�

：2.00ｍ�
：1.80ｍ�
：3.00ｍ�

堤 高�
ピッチ�
単位幅�

延長の算出は次の式によります。�

沖� 岸�

敷幅  B'

天端幅  Bb1 b2

後部ユニット�前部ユニット�

堤高�

単位幅�

延長  Ｌ�

ピッ
チ�

質量は、鉄筋量を考慮したものです。�
重量（ｋＮ）＝質量（ｔ）×9.80665（ｍ/ｓｅｃ2）�

後部ユニット�

前部ユニット�

2.561

4.322

体  積�
（ｍ3）�

質  量�
（ｔ）� 質  量�

（ｋｇ）�

鉄筋量�

5.96

10.08

種  別�
（単位）�

58.45

98.85

重  量�
（ｋＮ）�

13.48

23.34

型枠面積�
（ｍ2）�

93.37

201.20

重  量�
（Ｎ）�

915.65

1973.10

質  量�
（ｋｇ）�

設計条件の設定�

●伝達率に用いる波浪�

●安定性に用いる波浪�

吊鉄筋�

20.74

20.74

重  量�
（Ｎ）�

203.39

203.39
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Ｋｎ算定図�図 2

図2

波高伝達率（Ｈｔ/Ｈ1/3）の算定�

波高伝達率は、　　 により算定します。�

アクアリーフの水理特性については不規則波実験を行いました。
なお、算定にあたっては右に示す適用条件に留意してください。�

また、�

列数の決定�

ｎ1、ｎ2の大きい方とする�

機能性による必要列数（ｎ1）�

●伝達率に用いる波浪�

安定性からの必要列数（ｎ2）�

●安定性に用いる波浪�

・海底勾配  ｉ≦1/30�
・水深ｈにおける有義波高  Ｈ1/3≦6.5ｍ�
・天端上水深  Ｒ≧0�
・最低安定列数  5列�

適用条件�

基礎マウンド�

Ｂ�

R

h

Ｈ1/3,Ｌ� Ｈｔ�図1

図3

波高伝達率（Ｈｔ/Ｈ1/3）算定図�図 1

安定列数（ｎ）算定図�図 3
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前部ユニット�
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29 適用条件および算定図の範囲外の場合はご相談ください。�

アクアリーフを用いて堤体を構築する場合は、その据付基盤となる基礎マウンドの安定性確保が
重要となります。したがって、基礎マウンドの被覆材は、設計波に対して十分安定なものを使用する
必要があります。�



事業主体� 北海道開発局�

施工年度� 平成5年度～10年度�

施設名� Ｈ．Ｗ．人工リーフ�

胆振海岸（北海道）�

事業主体� 秋田県�

施工年度� 平成9年度～10年度�

施設名� 人工リーフ�

象潟漁港海岸（秋田県）�

事業主体� 東京都�

施工年度� 平成14年度～�

施設名� 人工リーフ�

長浜海岸（東京都）�

事業主体� 東京都�

施工年度� 平成12年度～�

施設名� 人工リーフ�

和田浜海岸（東京都）�

事業主体� 神奈川県�

施工年度� 平成13年度～�

施設名� ヘッドランド�

平塚海岸（神奈川県）�

沖� 岸�

T.P.＋0.50

T.P.－1.50

－3.50

18.97ｍ�

12.70ｍ�

被覆ブロック（5ｔ）� 鉄筋籠�

1：2 1：1.5

H.W.L＋0.74
L.W.L－0.78

アクアリーフ 6列�

捨石（中割石）�

事業主体� 北海道�

施工年度� 平成10年度～�

施設名� 砂止め潜堤、人工リーフ�

鬼鹿漁港海岸（北海道）�

沖� 岸�24.20ｍ�

H.H.W.L＋1.24
H.W.L　＋0.50
L.W.L　－0.06

アクアリーフ 12列�

胆振海岸（北海道）�
イブリ�

鬼鹿漁港海岸（北海道）�

象潟漁港海岸（秋田県）�

長浜海岸（東京都）�

和田浜海岸（東京都）�

平塚海岸（神奈川県）�

丸山漁港（兵庫県）�

川尻漁港（山口県）�

中林漁港海岸（徳島県）�

岩屋漁港海岸（福岡県）�

オニシカ�

キサカタ�

ナガハマ�

ワダハマ�

ヒラツカ�

マルヤマ�

カワジリ�

ナカバヤシ�

イワヤ�

図面は上側枠内に設置の人工リーフ�

岸�沖�

H.W.L ＋0.6

L.W.L ±0.0

H.H.W.L ＋1.2

－2.00

－4.8

1:3
1:2

±0.00
－0.92     

アクアリーフ 11列�

被覆ブロック（10ｔ）� 中割石（30～300kg）�

25.06ｍ�
22.30ｍ�

テングサと蝟集するベラ�

L.W.L ±0.00
H.W.L ＋1.70

－3.00

－1.00 1:2

被覆ブロック（12ｔ）�

アクアリーフ 12列�

基礎捨石�

洗掘防止マット�

35.00ｍ�
24.20ｍ�

1:2

被覆ブロック（12ｔ）�

岸�沖�

1:3

31.92ｍ�
26.10ｍ�

アクアリーフ 13列�
被覆ブロック（12ｔ）� 捨石（割栗石）� 沈下防止マット�沈下防止マット�

－3.00

－1.00

H.W.L ＋1.90
L.W.L ±0.00

1:2

岸�沖�

L.W.L Ｔ.Ｐ.－0.93
Ｈ.W.L Ｔ.Ｐ.＋0.64

Ｈ.Ｈ.W.L Ｔ.Ｐ.＋1.42

1:3

アクアリーフ 13列�

テトラポッド（32t）�
基礎捨石（500kg内外）�エックスブロックT型（3ｔ）�

洗掘防止マット� テトラポッド（32t）�

1:4
/3

1:4
/3 －3.93

43.35ｍ�
26.10ｍ�

5.50ｍ� 10.40ｍ（天端3ケ並び）�

－1.93

＋1.50

－0.97

岸�沖�

吸い出し防止マット� フィルターユニット2t用�



丸山漁港（兵庫県）�

自然調和型防波堤に藻場機能を付加する構造の一つと

してアクアリーフが設置されました。�
�

施工から2、3年後（Ｈ14、15）の調査では、上桟部にカ

ジメが繁茂しているのが観察され、捨石面にはツノマタ

やスギノリ等の紅藻類の着生が見られました。このよう

に2層構造が形成され、多様な生物環境が創出されました。�

（Ｈ15.5）�

開口部内の捨石に着生したツノマタとスギノリ� ユニット壁面に着生したカジメ�

中林漁港海岸（徳島県）�

平成9～14年度にかけ人工リーフ3基が施工されました。�
�

施工5年後（Ｈ15）の調査では、これまでの調査に引き

続き、カジメ、アカモク等のホンダワラ類が繁茂し、良好

な藻場が形成されていました。捨石面にもカジメが観察

されました。また、ユニット間の隙間にはウニ、上桟部表

面にはサザエ等の動物が見られました。�

捨石面に着生したカジメ� 上桟部に見られたサザエ�

斜面部に着生したアカモク等のホンダワラ類� ユニット間の隙間に見られたウニ�

鬼鹿漁港海岸（北海道）�

事業主体� 兵庫県�

施工年度� 平成11年度～12年度�

施設名� 自然調和型漁港防波堤�

丸山漁港（兵庫県）�

事業主体� 山口県�

施工年度� 平成13年度～14年度�

施設名� 第2防波堤�

川尻漁港（山口県）�

事業主体� 徳島県�

施工年度� 平成9年度～�

施設名� 人工リーフ�

中林漁港海岸（徳島県）�

事業主体� 北九州市�

施工年度� 平成10年度～13年度�

施設名� 人工リーフ�

岩屋漁港海岸（福岡県）�

平成10年に砂止め潜堤、平成15年には人工リーフが施

工されました。�
�

施工3年後（Ｈ13）の調査では、アクアリーフ全体にリシ

リコンブが着生していました。特に上桟部と斜面部には

リシリコンブ、フシスジモクが多く、下桟部にはアオサ属、

イギス科が着生していました。開口部内の捨石上にもイ

ギス科等の紅藻類の着生が見られました。�

上桟部に着生したカジメ（Ｈ14.5）�

ホンダワラとカジメ�

マクサとフダラク�

カジメとワカメ�

L.W.L 　＋0.15

H.H.W.L ＋3.15
H.W.L 　＋1.60

－1.70 －2.00
－0.50

28.00ｍ� 10.93ｍ�
24.20ｍ� 2.80ｍ�

1:1.5

1:4
/3

アクアリーフ 12列�
基礎捨石（10～200kg）�

テトラポッド（4t）�

被覆石（200～400kg）�
被覆石（1000kg）�

1:4

岸�沖�

L.W.L 　±0.00

H.H.W.L ＋3.60
H.W.L 　＋1.80

－2.60
－1.87 －1.79

－0.60

1:3

1:3

30.21ｍ�
20.40ｍ�

アクアリーフ 10列�
被覆ブロック（5ｔ）� 被覆ブロック（5ｔ）�

被覆ブロック（10ｔ）�
捨石（400～600kg）�

岸�沖�

L.W.L ±0.00
H.W.L ＋1.60

M.W.L ＋0.80

1:2
－2.50
－1.24 －0.50

1:3

25.80ｍ�
16.60ｍ�

アクアリーフ 8列�

被覆ブロック（8ｔ）� 被覆ブロック（8ｔ）�捨石（1t）�

岸�沖�

1

3

4

2

1

1

1

2

3

4

4

2

2

3

3

1

3

4

2

斜面部に着生したリシリコンブとフシスジモク�

開口部の捨石に着生したイギス科等の紅藻類�アクアリーフ全体に見られたリシリコンブ�

下桟部に着生したフシスジモクとアオサ属�

1

3

2

60.00ｍ�
30.00ｍ�

52.96ｍ�

1:1
.5

1:1.5

－2.50

アクアリーフ 27列�

エックスブロック（8t）�

岸�沖�
4.90ｍ�

基礎捨石（10～80kg）�
被覆石（200kg）�
被覆ブロック�エックスブロック（3t）�

テトラポッド�1:4
/3H.W.L ＋1.40 L.W.L ＋0.55



前部ユニット� 後部ユニット�

型
枠
組
立
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鉄
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完
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型
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鉄
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鉄
筋
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立
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鉄
筋
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置
完
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前部ユニット・後部ユニット共通� ●写真は前部ユニット�

据付�脱型・転置�コンクリート打設�

型枠名称および分割形状�

前部ユニット�

後部ユニット�

右�

名 称�部品番号� 数 量�

1底 枠�

左� 1底 枠�

右� 1外 側 枠�

左� 1外 側 枠�

1後 外 側 枠�

1前 外 側 枠�

2内 側 枠�

1後 内 側 枠�

1前 内 側 枠�

下� 1前 内 側 枠�

右� 1後 角 枠�

左� 1後 角 枠�

右� 1前 角 枠�

左� 1前 角 枠�

2上 ホ ゾ 枠�

1 1巾 止�

2 1巾 止�

3 2巾 止�

1 2接合プレート�

2 2接合プレート�

名 称�部品番号� 数 量�

1底 枠�

1後 枠�

右� 1側 枠�

左� 1側 枠�

1前 枠�

1前 枠�

1前 角 枠�

1前 角 枠�

1前 内 枠�

1下 角 枠� 右�

1下 角 枠� 左�

右�

左�

右�

左�

1下 内 枠�

右� 1突 起 枠�

左� 1突 起 枠�

1巾 止�


